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「生きた媒体」考察の試論：
バイオアート作品の分析における�
「環世界」論応用の検討

長谷川　紫穂
学芸員補

はじめに
バイオアート＊1 を論じる視点として、現在いくつかの分

析視点の傾向がみてとれる。例えば、特定のバイオテクノロ
ジーの技術的側面からアプローチする分析、社会的トピック
スとして現れてきたバイオ関連の議論を時代背景として参照
する歴史学あるいは社会史的アプローチ、そして生物学にま
つわる思想を包摂した哲学的分析などである＊2。これらは
往々にして横断的に用いられながらバイオアートというジャ
ンルがもちうる可能性と課題を検討する。またより広い範囲
の芸術学的研究成果として、近年の近現代芸術史研究（美術
史、デザイン史）において生物学的系譜を辿る試みも増加し
てきている＊3。
今日的バイオアートの現れの一側面として、人間と異種生

物との関係性の視覚化・言説化あるいは協働という形の結実
がみられる。バイオアートの黎明期、1980-90 年年代におい
ては、その実験室的性質や情報社会の成熟という社会的機運
と相まって、操作できる技術としての遺伝子工学やバイオ・
インフォマティクスを組み込んだ表現が作品として現れてい
たが、近年、異種生物との関係性を問う作品がひとつのひろ
がりをみせている。そのように、バイオアートがテクノロ
ジーだけの問題ではなく、より「関係性」や我々の「生」を
主題として扱う中で、「生物学の哲学（philosophy of biology）」
あるいは「生の哲学（bio philosophy）」の議論を通して作品を
分析していくことが同時に思考されている＊4。
本稿ではこうした近年のバイオアート分析の背景を鑑み、

考察のひとつの試みとしてヤーコプ・フォン・ユクスキュル
（Jakob Johhanes von Uexküll, 1864-1944）＊5 が提唱した「環世界
（Umwelt）」＊6 論のバイオアート分析への応用可能性を検証す
るための端緒を開こうと試みる。［fig.1］

視覚芸術における「環世界（Umwelt）」のあらわれ
考察対象としての「環世界」理論の選択については、ユク

スキュルの研究が身の回りの生物の観察記述として現れてい
るようにそれが生物（の観察）に基づくものであるという点
からであるが、特に 2000 年代に入り、比較的直接的に作家
自身がユクスキュルについて言及している作品、あるいはタ
イトルに使用している作品、そして環世界を引用した批評が
ついた作品が現れてきたことにも由来する。作品における環
世界のあらわれについては、例えば以下のような作品が挙げ
られる＊7。
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A．�AKI INOMATA《ヤドカリにヤドを渡してみる》（2009-）
［fig.2, 3］
AKI INOMATAの作品は、生き物との協働作業で成立す

る＊8。透明な 3Dプリンター用プラスチックでつくられ世界
各国の都市（東京、ニューヨーク、パリなど）のビジュアル・
イメージをまとった貝殻は、ヤドカリが生存する水槽の中に
設置される。その貝殻は、ヤドカリが自ら「選択する」よう
に自然界に存在する貝殻の内部構造を CTスキャンで測り
CGデータとして設計、3Dプリンターを使用して出力制作
されている。国境や人の移動をモチーフにするこの作品は、
ヤドカリというヤドの交換を繰り返しながら生息していく生
物との協働によりその表現を可能にしている。キュレーター
の畠中実は、INOMATAの個展に寄せたエッセイの中で、彼
女の作品全般に通じる生き物との協働について「環世界」を
軸に言及し、各生物がその生態としてとっている行動を我々
人間が見ることで、その行動の中に本来とは異なった意味を
見出していく、つまり人間の視座で意味を捉え直しており、
そのことが同時に我々自身を見つめ直す契機となることを指
摘する＊9。

B．�ピエール・ユイグ（Pierre Huyghe）《Umwelt》（2011）
［fig.4］
彫刻や映像を組み込んだサイトスペシフィックなインスタ
レーション作品で知られる、フランス出身の現代美術家、ピ
エール・ユイグは元々、生物学を専攻していたアーティスト
である。《Umwelt》と名付けられた作品は、展覧会会場に複
数の蟻が放たれている。人間が作品を鑑賞する空間として意
味を見出すホワイト・キューブは、同じ空間でありながら蟻
の把握する（環）世界ではもちろんその意味が異なり、決し
て交わらず、ある種パラレルな世界の共存を表現する。展覧
会会場に複数の蟻が放たれている。蟻の把握する（環）世界
と人間の把握する世界は同じ空間でありながら異なり、決し
て交わらない。また展覧会会場に蜘蛛を巣食わせる《C.C. 

Spider》（2011）も類似の作品として挙げられる＊10。

C．�狩野哲郎《自然の設計 /Naturplan》（2010-）［fig.5］
現代美術家の狩野哲郎が工業製品や木材を組み合わせてつ

くった構成物（オブジェ）が配置された展覧会会場のなかに
は、鳥（ゼブラ・フィンチやマイナ）が放たれている。スーパー
ボールやカラフルな紐やネットで彩られた空間は、それ見る
（あるいはそこにいる）我々人間にとっては、（人工的な）色彩
に満たされたインスタレーション作品として鑑賞されるが、

放たれた鳥にとっては、そこが生存のためのひとつの環境
（＝自然）となっており（構成物の配置はそれぞれの鳥の生態に
基づき、例えば啄める餌や羽を休ませることができる止まり木を

提供する）、物理レベルでは同一の構成物が生物種ごとで異
なった意味をもつ様を、視覚的・空間的表現としてあらわ
す＊11。

D．�ロベルティーナ・シビヤニッチ（Robertina Šebjanič）
《Aurelia 1+Hz》（2014-）［fig.6,7,8］
シビヤニッチの関心は、異種生物間のコミュニケーション

の可能性から出発する。ラボでの実験とフィールド・リサー
チをベースに制作された作品は、コミュニケーションの対象
をミズクラゲ（Aurelia Aurita）に選定する。“Aurelia 1+Hz / 

proto viva sonification”では、クラゲと人間（＝アーティスト）
の言語や接触によらないコミュニケーションの形が「音波処
理（sonification）」を介して検討され、キネティック・オブジェ
とパフォーマンスとして作品化される。その制作思考の背景
としてシビヤニッチが引用するのは、ユクスキュルがそれぞ
れの生物のもつ環世界が連環していく仕組みとして説明する
「機能環（Funktionskreis）」である＊12。

E．�菅野創太＋やんツー《Avatars》（2017）［fig.9］
テクノロジーやデジタル・メディアを駆使して作品をつく

る、菅野創太とやんツーによる作品は、ユクスキュルの思想
からインスピレーションを得て、無機物（非生物）が捉えて
いる「環世界」をインスタレーションで表現する。展示空間
には、電話機、掃除機、カラーコーン、石膏像といった様々
なオブジェが散らばる。これらのオブジェには小型コン
ピュータが内蔵され、カメラ、集音マイク、駆動モーターに
よって会場内を動き回る（鑑賞者は、インターネットを介して
それらに憑依するように操作することができる）。制作のインス
ピレーションとして明確にユクスキュルの環世界の影響が語
られるが＊13、ここでは「無機物たち」の環世界が構想され
ている。

ユクスキュルの「環世界（Umwelt）」論

この目のない動物［マダニ］は、表皮全体に分布する光
覚を使ってその見張りやぐらへの道を見つける。この盲
目で耳の聞こえない追いはぎは、嗅覚によって獲物の接
近を知る。哺乳類の皮膚腺から漂い出る酪酸の匂いが、
このダニにとっては見張り場から離れてそちらへ身を投
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げろという信号（Signal）として働く。そこでダニは、
鋭敏な温度感覚が教えてくれるなにか温かいものの上に
落ちる。するとそこは獲物である温血動物の上で、あと
は触覚によってなるべく毛のない場所を見つけ、獲物の
皮膚組織に頭から食い込めばいい。こうしてダニは暖か
な血液をゆっくりと自分の体内に送りこむ。
（中略）酪酸の知覚標識（Merkmal）が働いたのちに、ダ
ニがなにか冷たいものの上に落ちてしまった場合は、そ
のダニは獲物を射止めそこねたわけで、もう一度見張り
場に登りなおさねばならない＊14。

作品のモチーフとしての環世界は、確かにその認知論的性
格からしても視覚芸術との親和性が示される。前述の作品類
が主に参照するのは、初版が 1934 年に上梓された『生物か
ら 見 た 世 界 』（Streifzuege durch die Umwelten von Tieren und 

Menschen.）である＊15。ゲオルク・クリサート（Georg Kriszart）

との共著によるユクスキュルの研究の中で最も世界的に広
がったこの著作は、クリサートが選択を主管した図像の助け
もあり、本来的には見ることができない環世界の理解を視覚
的に促し、イメージをひろげた。［fig.10, 11］

（略）野原に住む動物たちの周りにそれぞれ一つずつシャ
ボン玉を、その動物の環世界をなしその主体が近づきう
るすべての知覚標識で充たされたシャボン玉を、思い描
いてみよう。われわれ自身がそのようなシャボン玉の中
に足を踏みいれるやいなや、これまでその主体のまわり
にひろがっていた環境は完全に姿を変える。カラフルな
野原の特性はその多くがまったく消えさり、その他のも
のもそれまでの関連性を失い、新しいつながりが創られ
る。それぞれのシャボン玉のなかに新しい世界が生じる
のだ＊16。

『生物から見た世界』の序文でユクスキュルが環世界を
シャボン玉に例えるように、環世界論は、端的に言及すれば、
それぞれの生き物が固有に有する生物種としての認識機能と
環境そのものとの接続である。それはそれぞれの固有種に
よって有する世界（環世界）が異なり、他の種は客体として
作用することはできても、その環世界自体を知覚することは
できない。ユクスキュルは、我々（人間）が通常、「環境」
として認識するあらゆる生物の周辺にあるもの（Umgebung）

に対して、各生物種固有の世界＝環世界（Umwelt）があると
指摘し、その二つを区別して論じる。動物を「作業道具

（Werkzeuge）」と「知覚道具（Merkzeug）」の制御装置として
客体化してみる当時優勢だった機械論的見方に対し、ユクス
キュルはそれらを制御する「機械操作係（Machinist）」とし
ての動物の主体性を発見できるとする。そして主体が知覚す
るものが「知覚世界（Merkwelt）」、作用するものがすべて「作
用世界（Wirkwelt）」となり、その二つが連関することで「環
世界（Umwelt）」という完結した、どの生き物（主体としての
動物）もが有する、調和のとれた全体が成立するとする＊17。
環世界論は生態学（動物行動学あるいは動物現象学）の基礎

を築き、自然科学的分野ではすでに古典であり更新された知
見は当然あるものの、哲学的示唆に富んだ概念としても受容
されてきた。多くの哲学的文脈で、特に前述のマダニの世界
認識の例が引用されてきたように、ユクスキュルの環世界論
は、他の生き物を理解（しようと）する上で、延いては人間
そのものを思考する上で有効とされてきた＊18。

分析のための指
メルクマール

標　
―�環世界（Umwelt）を通してバイオアートを考察すること

は可能か？
その有効性は、バイオアート（あるいは生物＝生きた媒体

（living media）を要素として有する作品）を考察する上でも可能
であろうか？
すでにいくつかの芸術学研究において、ユクスキュルの環

世界論は哲学的考察を経由して検討されている。エリザベ
ス・グローツ（Elizabeth Grosz）は、身体論やジェンダー研究
の視点からフランス思想史の文脈で建築、音楽といった総合
的な芸術論を展開するが、その中で彼女はユクスキュルの環
世界論全般に広がっている音楽的比喩の存在と対位法が生み
出す調和といった記述を辿りながら性淘汰の議論へと進めて
いる＊19。またアニマル・スタディーズの視点から芸術作品
について分析するロン・ブログリオ（Ron Broglio）は、「動物
が世界をどのように捉えているか」そして我々がそのことを
認知レベルでどのように捉えることができるかという観点か
ら、トーマス・ナーゲル（Thomas Nagel）の論考「コウモリ
であることはどのようなことか（What is it like to be a bat?）」
と比較しながら、ユクスキュルの環世界論をアニマル・アー
トの分析の手段として検討している＊20。
しかしながら特に、（いくつかのバイオアートで見られるよう

に）生き物の生存自体が作品の要素あるいは核となる作品に
ついては、我々はより直接的な意味合いで環世界との関わり
について考察することが可能ではないか。つまり、作品の部
分としての生き物（生きている媒体）を考えるとき、彼ら自
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身が作品の中で「そのように振る舞う」ことについて作品設
計の観点から考察することが可能であるといえよう。先に引
用の「マダニがその生存のために哺乳類生物の酪酸を知覚す
ること」のように、作品中で生きものにある行為をしてもら

4 4

う
4

ためには、あるいは単に作品という「環境」の中で生存し
続けてもらう

4 4 4

ためには、作家はその協働者（生き物）が知覚
する「何か」を意識的（にあるいは無意識的に）用意している。
バイオアートの特徴のひとつとして、その操作性が挙げら
れ、直接的なものとしては個体そのものの遺伝子操作が、そ
して広くは動植物の生環境への人為的介入が、そのテーマや
作品を通して議論を提起するための方法論として含まれてく
る。作品の協働者（生き物）のために環境を設える、つまり
生が展開する環境を設計するということは極めて人間中心的
な行いであるが、それと同時に、それらの作品に協働者が入
るや否や、極めて不確定要素の多い、人間のコントロール外
の出来事が想定されるものへと変質する。そうした点から
も、人間とそれぞれの生き物の環世界とその連環を記述した
ユクスキュルの言説を、いま一度再考することは有用である
と考える。
環境の認識・把握という認知の問題について、ひとつには

J.J.ギブソン（James J. Gibson）のアフォーダンス（Affordance）

理論が比較の対象ともなるだろう＊21。ユーザビリティを想
定するデザインや鑑賞者の身体的アクションを作品要素とし
て必要とするインスタレーション作品の展示設計において
は、このギブソンのアフォーダンス理論が有効なプランを用
意する上で重要なファクターとなることがすでに指摘されて
いる＊22。アフォーダンスとは、人間の視知覚について光刺
激の受容という生体光学的機能面からだけでなく、周辺環境
との関係性において知覚がなされるという生態的に知覚をと
らえる考え方である。つまり我々は、網膜における光刺激の
受容によって「椅子」という対象を「見る」ことができるが、
それを見ているだけでは「椅子」を「知覚している」とはい
えず、その「椅子」の形態・色・表面（肌理）などの情報によっ
てそれが「座るためのものである」と認識してはじめて、「椅
子を知覚した」といえるのである。「椅子」の、人間に対し
て腰以下の高さ、地面と平行な平面、背もたれ、そして木や
布といった凹凸のない表面（触れても危険でない表面）などは、
見る者に座ることを促す＝アフォードする。人間が「見て」
「知覚する」ということは、周辺環境の情報を統合的に判断
するということであり、この仕組みは、鑑賞者や使用者の行
為をもって完成する作品、あるいは使用目的が達成されるデ
ザインにとって、有効な設計の手がかりを与えてきた。

ギブソンのアフォーダンスが環境をそこに自明に存在する
もの（世界）であると仮定するのに対して、ユクスキュルの
環世界は生物種ごとに意味（捕食や生殖活動を達成させるため
の意味）をもって獲得される世界である。ギブソンのアフォー
ダンスが厳密には、主に「人間の視覚」による環境認識であ
るという点は押さえておかねばならないが、人間の環世界に
おける視覚を通した意味の選択という観点から、アフォーダ
ンスを入れ子式に考えることも可能なのである。

おわりに
バイオアート作品のあらわれは多岐にわたり、それは我々

に身近な動物や昆虫との協働でもあれば、シャーレの中の微
生物との関係性である場合もある。また「生きている」こと
の解釈のフェーズも様々であり、培養組織といった半生
（Semi-living）の「生」について考えさせられる作品も存在す
る。作品の裾野が広がる中で、その解釈や分析の多様性や視
点の拡張が考察される必要がでてきている。本稿での検討は
着手されたばかりであり、より詳細な議論と事例の分析を
もって検証されねばならないが、バイオアート作品のあり方
のひとつが、そうした異なる種である生き物への関心、ある
いは生命とは何かという問いへのアプローチとするならば、
ユクスキュルの環世界論はその理解の一助として検討される
余地があると考え、引き続き考察を深めていくこととした
い。

※ 本研究の一部は、公益財団法人 DNP 文化振興財団「グラ
フィック文化に関する研究助成」（2018 年度採択課題「視覚
文化研究における生物学とバイオメディアの考察：微生物によ

るグラフィックスを事例に」）を得て実施しました。また本
論中のユクスキュルに関する資料は、ハンブルク大学付属
ヤーコプ・フォン・ユクスキュル・アーカイヴの提供によ
るものです。記して感謝いたします。
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図版クレジット
fig.1.  環世界を説明するユクスキュルの機能環図｜出典：

Jakob von Uexküll und Georg Kriszat, Streifzüge durch die 

Umwelten von Tieren und Menschen: Ein Bilderbuch 

unsichtbarer Welten, Berlin; Verlag von Julius Springer, 

1934, S. 7., Jakob von Uexküll Archiv（ハンブルク大学）所
管の初版本より部分。

fig.2, 3.  AKI INOMATA《ヤドカリにヤドを渡してみる》
（2017）｜茨城県北芸術祭での展示の様子。（筆者撮影、
2017 年）

fig. 4.  Pierre Huyghe, 《Umwelt》（2011） ｜ 出 典：Pierre 

Huyghe: Catalogue de l'exposition,  Editions du Centre 

Pompidou, 2013, pp.184. 
fig. 5.  狩野哲郎《自然の設計／ Naturplan》（2012）｜出典：
狩野哲郎ホームページ http://www.tkano.com/?tag=%e8%
87%aa%e7%84%b6%e3%81%ae%e8%a8%ad%e8%a8%88-
naturplan。© Tetsuro KANO （Photo: Kenji MORITA）

fig. 6, 7, 8.  Robertina Šebjanič, 《Aurelia 1+Hz》（2014-）｜
ギャラリー Art Laboratory Berlinでの展示、及び Ars 

Electronica Festivalでのパフォーマンスの様子。（筆者撮
影、2016 年）

fig. 9.  菅野創太＋やんツー《Avatars》（2017）｜出典：
Vimeo公開映像 https://special.ycam.jp/avatars/。©菅野
創太＋やんツー、YCAM

fig.10.  生物種ごとの視空間（Sehräumen）：人間の視空間
（上・カメラで撮影した風景写真／下・ラスター印刷（網点

をかけて印刷）した風景写真）｜『生物から見た世界』に
も掲載されている視空間についての図版の初出は、ユク
スキュルと同僚のフリードリヒ・ブロック（Friedrich 

Brock）による共著論文”Atlas zur Bestimmung der Orte 
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きさの違いで捉え、その検証方法として網点をかけた印
刷により写真の図像を粗くしていくという手法をとっ
た。ヤーコプ・フォン・ユクスキュル・アーカイヴ所管
資料より部分。© Jakob von Uexküll Archiv, Universität 
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fig.11.  生物種ごとの視空間（Sehräumen）：イエバエの視空
間（上・ラスター印刷版、下・網掛けを削除した視空間の水
彩画）｜同上。© Jakob von Uexküll Archiv, Universität 

Hamburg.



175

fig.１

fig.２ fig.３

fig.４

fig.５



176

fig.10 fig.11

fig.７

fig.８ fig.9

fig.６


